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課題名   優良な常陸牛増産のためのゲノミック評価に関する試験研究事業（令和４～８年度） 

 

【課題の概要】  
常 陸 牛 の ブ ラ ン ド 力 を さ ら に 向 上 さ せ 、全 国 ト ッ プ ブ ラ ン ド の 地 位 を 確 立 さ せ る た め に は 、

品 質 の 安 定 化 と エ ビ デ ン ス に 基 づ く 他 銘 柄 と の 差 別 化 が 必 要 で あ る 。 品 質 の 安 定 化 を さ ら に

加 速 さ せ 、 他 銘 柄 と 差 別 化 し て い く た め に は 、 遺 伝 子 技 術 を 活 用 し た 優 良 な 繁 殖 牛 の 評 価 、

選 抜 方 法 の 確 立 が 必 要 と な っ て い る 。  

品 質 の 安 定 化 に つ い て は 、 肉 質 ６ 形 質 （ 枝 肉 重 量 、 ロ ー ス 芯 面 積 、 バ ラ 厚 、 皮 下 脂 肪 厚 、

歩 留 、 Ｂ Ｍ Ｓ ） お よ び 脂 肪 酸 （ オ レ イ ン 酸 等 ） に つ い て 遺 伝 子 技 術 を 活 用 し た 評 価 、 い わ ゆ

る ゲ ノ ミ ッ ク 評 価 を 活 用 す る こ と に よ り 、従 来 よ り も 早 期 に 、短 期 間 で 優 れ た 種 雄 牛 の 開 発 、

雌 牛 群 の 改 良 が 可 能 と な り 、 全 国 的 に 取 り 組 み が 進 ん で い る 。  

ま た 、他 銘 柄 と の 差 別 化 の 指 標 と し て 、旨 味 や 、細 や か な サ シ（ 小 ザ シ ）に 着 目 し て お り 、

こ れ ら の 遺 伝 的 改 良 は 経 済 的 価 値 や 官 能 評 価 に 影 響 を 与 え て い る と の 報 告 が あ る も の の 、 他

県 で の 取 組 事 例 が 少 な い た め 、 差 別 化 に 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。  

そこで、県内和牛のゲノミック評価に取り組むことで、遺伝的能力を適切に把握するとともに、枝

肉６形質および脂肪酸の改良による肉質の安定化、旨味や小ザシなど差別化につながる重要な遺伝子

を保有した牛を積極的に保留、増産することで常陸牛の品質安定化および差別化を図る。  
 
【評価結果】（評価委員数 ４名） 

  ○ 各 項 目 の 評 価 （ 各 評 価 委 員 の 平 均 点 ）  

研 究 の 必 要

性 ・ 重 要 性  

期 待 さ れ る

成 果 ・ 貢 献  

既 往 研 究 等

と の 関 連 性  

創 造 性・独 創

性  

研 究 目 標 の

妥 当 性  

研 究 方 法 の

妥 当 性  

  合 計 点  

 

4.8 4.3 4.3 4.3 4.3 4.3 26.3 

 
  ○総合評価  Ａ：採択 

    （Ａ：採択  Ｂ：計画を見直し採択  Ｃ：不採択） 

 
【委員の意見助言と対応策】  
評価項目 意見・助言 対応策 

研 究 の 必

要性・重要

性 

ゲノミック評価は、スピード感のある改良が期

待できるので常陸牛の ブランド向上に有用で

あると判断する。 

― 

期 待 さ れ

る成果・貢

献 

ゲノム情報の収集並び にデータの解析方法に
ついては、成熟段階にあるので改良対象とする
形質が定まれば成果は期待できると判断する。
国や他県も取り組んでいるので、常陸牛特有の
ゲノムが発見できなければ、他銘柄の差別化は
難しい。 

小ザ シ 関 連遺 伝 子な ど 差別 化 に つな が る

ゲノムを発見できるよう、多くのゲノムデ

ータの収集・解析に努めていきたい。 

既 往 研 究

等 と の 関

連性 

ゲノム評価の精度向上 には多頭数のデータが
必要になることから、国や他県との情報共有は
重要である。小ザシ形成に関する遺伝子は特定
されていないのでさらなる情報収集が必要。 

小ザシ関連遺伝子の探索について、家畜改

良センター、農研機構、大学等と連携して

試験 の 実 施や 情 報収 集 を行 っ て いく 予 定

です。 

創造性・独

創性 

 

国や他県も同様の形質 に着目した研究を実施
し独創的ではないが、後代検定を待たずに種畜
の選抜が可能で新規性が高い。イノシン酸遺伝
子の遺伝子多型と形質 との関係を常陸牛で明
らかにすることはブランド化にとって必要。 

― 

研 究 目 標

の妥当性  
研究目標等は妥当である。差別化のためには、
国や他県が着目していない形質を検討する必
要がある。 

小ザシ関連の他、新たな改良形質について

も検討していきたい。 

研 究 方 法

の妥当性  
 

手法は確立されており、協力機関も妥当。新た
な統計モデルを利用す る場合には専門家の助
言を受けながら内部解析できるよう期待。 
また、繁殖性・抗病性等が低下しない調査可能
な項目を全て調査・解析した方がよい。 
小ザシについては、多数のデータが必要なので
他県等との協力が得られれば良い。 

肥育牛から採取した DNA を解析するので、

母牛群について可能な範囲で、繁殖性・抗

病性の情報を収集し分析していきたい。 

共同研究機関に参加予定であり、他県の試

験情報の収集が可能となるので、協力を得

ていきたい。 

総合評価  
 

国や他県と協力しつつも、独創的で１歩先を行
くような成果を目指してもらいたい。 

小ザシ関連の他、新規の改良形質について

も検討を続けていきたい。 

 


